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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 原 孝士    副会長／ 高砂 明弘

幹事／ 田中 浩史   会計／ 大谷 孝 

■■■ 例会プログラム 
例会日 卓話者 演題 

9 月 4 日 
鳶巣竹工房 

代表 富田次夫 様 

北山の竹を活かした 

まちづくりに向かって 

9 月 11 日 
島根県緑化推進委員会 

常務理事 石野 眞 様 

島根県における 

緑化推進活動について 

9 月 18 日 

島根県中山間地域 

研究センター 

    山中 啓介 様 

森林整備と環境 

■■■ 出席報告 
会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率 

42 35  7 (2) 87.50 % 77.5 % 

■■■ 欠席者 

黒田／三代／西谷／園／園山 （石原恵／杉原） 

■■■ MU 

  な し 

*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 

（9 月 18 日） 福田磨寿穂／吾郷道夫／荒木 貫 

■■■ 近隣クラブ例会情報  （メークアップを考えましょう） 

   （出雲）                 （松江）  赤文字 例会変更 

月 出雲中央ＲＣ 9/29 月 松江南ＲＣ 9/22 

火 出雲ＲＣ  火 松江しんじ湖ＲＣ  

水 大社ＲＣ  水 松江ＲＣ  

  木 松江東ＲＣ  

金 出雲南ＲＣ 9/12   

■■■ 会長挨拶 ■■■ 

－ お江戸の今 Ｎo２ －  六本木 

地名の由来は、木にまつわる六大名家があったと言われている。青木氏、

一柳氏、上杉氏、片桐氏、朽木氏、高木氏の屋敷が存在した。江戸時代

には門前町だったが、明治に入ると日本軍の軍事施設が置かれた。1936 年

の二．二六事件に参加者を出した歩兵第三連隊があり、隣接する区域には

歩兵第一連隊もあった。これらの軍事施設は終戦後アメリカ軍に接収される。

そのため外国人向けの商店や飲食店が多く集まるようになる。 

軍事施設の膨大な跡地には、ホ

テルの他、六本木ヒルズ、国立新美

術館、東京ミッドタウン等が立ち並ぶ、

素晴らしい街に変貌している。六本

木の町は芸術の街でもあり、森美術

館、サントリー美術館、国立新美術

館が存在する。ゆっくり鑑賞したいも

のです。 

 

 

東京ミッドタウン 

■■■ 幹事報告 ■■■ 

１．休 会 

松江南ＲＣ 9/22（月） 定款により 

ビジター受付 11：30～12：30 東急イン １階ロビー 

２．2008-2009 年度ロータリーの友 英語版注文について 

   11 月発行 １冊 525 円 ご希望の方 事務局まで  

■■■ 理事会決定事項 ■■■ 

吾郷道夫会員より、出席義務免除願いの申請書が提出され、受理致

しました。 

■■■ 委員会報告 ■■■ 

出席親睦委員会 ： 9 月の会員誕生・夫人誕生・結婚記念のお祝い 

ロータリー情報委員会 ：  「ロータリーは出席が原点である！」 

新入会員向けミニ情報の提供 

■■■ スマイル ■■■ 

大島卓  ＳＡＡにお願いしてようやく「ロータリー情報」の時間を頂きまし

た。会員の皆さん 幼稚な話しで恐縮ですが、聞いて流して

下さい。 そして静かにお眠り下さい。 

飯塚大  9/13（土） 一畑の杜コンサートを宜しくお願い致します。 

田中浩  9/13 好例の一畑の杜コンサートを開催いたします。是非お出

かけ下さい。 

森山   郷土出身の福島明也君のリサイタルによせて。 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■ 

北山の竹を活かした          

まちづくりに向かって 

鳶巣竹工房  代表  富田 次夫 様 

鳶巣地区は､北山に竹という特産物があります｡数年前までは積極的な行

動はとっていませんでしたが､平成16年、「北山健康エコまつり｣で､地元の小･

中学生を対象に、「竹の皿､竹箸､竹とんぼづくり｣を行ったところ大変喜ばれ､

竹が注目されるようになりました。 

竹をとおして､製作活動､環境保全､文化伝承､世代間交流などさまざまな

事業へ繁ることがわかり､地域の高齢者を活かす事業へと繁がりました。 

平成20年度活動について 

●環境活動 北山の竹を活かしたものづくり教室 

 竹炭づくり  竹材粉砕への取り組み 

●世代間交流 北陽小学校3年生のふるさと学習交流会(４回） 

●文化活動 秋の鳶巣まつりへの参加 

●まちづくり 毎週水曜曰 

 ＪＡ鳶巣支店での朝市への作品販売参加 

 門松作り  夏の鳶巣まつリヘの参加 

●男女共同参画 男の料理教室 

●福祉活動 施設や高齢者に竹細工製品をプレゼント 

 

クラブテーマ 「 環境 」  


